
 
 
 
〔様式第１３号〕 

〔特例政令適用一般競争入札〕 

質 疑 応 答 書 
 

工事名  第３南蒲生幹線工事１  
 

整理番号 １３０５１０１９８ 
質  問  事  項 回     答 

１．積算に使用している基準書および適用年

度について、ご教示ください。 
下水道用設計標準歩掛表(平成 24 年度)，宮

城県土木部土木工事標準積算基準書(平成 24
年 10 月 1 日以降)等です。 

２．積算に使用している機械損料算定表の適

用年度について、ご教示ください。 
宮城県土木部建設機械等損料算定表(平成 24
年 10 月以降) 等です。 

３．間接工事費（率計上分）の率補正につい

て、（各経費率＋補正値）×各補正係数によ

り算出すると解釈してよろしいでしょうか。 

土木工事標準積算基準書のとおりです。 

４．交通誘導員について、設計で計上してい

る人数をご教示ください。 
交通誘導員の人数を提示することは出来ま

せん。 
５．仮設材運搬で計上している重量をご教示

ください。また、設計上の運搬距離について

もご教示ください。 

鋼材等の運搬重量を提示することは出来ま

せんので、設計図書及び別紙工程表(参考)等
を参考に算出して下さい。 
本工事における仮設材の運搬距離は、１０ｋ

ｍ以下としております。 
６．総合評価に関する説明書には、「工事目

的物の形状、寸法などの設計図書等において

あらかじめ本市が指定しているものの変更

を伴うもの」は 0 点を超える得点としないと

ありますが、特記仕様書に定められている施

工時間や施工班数の変更を伴う提案（第 3
条、7 条）はこの内容に該当するのでしょう

か。ご教示ください。 

｢工事目的物の形状、寸法など設計図書等に

おいてあらかじめ本市が指定しているもの

の変更を伴うもの｣に該当しません。 

７．簡易な施工計画書の細目①について、提

示されている図面で構造上発生してしまう

ズレ（特に曲線部のセグメント組合せで発生

するズレ）については、本提案に含めないも

のと解釈してよろしいでしょうか。 

含めません。 

注１ この質疑応答書は、設計図書等に対して質問がある場合（見積りに必要な事項に限

る。）に提出してください。会社名を記入する必要はありません。 
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８．簡易な施工計画書の細目②について、ボ

ルトボックス孔埋及び目地コーキングの施

工は、他の工種との並行作業が可能なものと

して計画してよろしいでしょうか。または、

並行作業はしないものとして計画すればよ

ろしいでしょうか。ご教示ください。 
 
 
 
 

本工事においては、別紙工程表(参考)を作業

手順の標準とし、他工種と重複せず｢二次覆

工(内面平滑)｣のみを施工する期間を１１０

日間としています。 
内面平滑の材料を工夫したり、質問のような

他工種と同時に施工するなどの技術提案に

より、｢現場打ち覆工の終り｣から｢作業床撤

去の始め｣までのうち｢二次覆工(内面平滑) ｣
のみ施工する日を、何日間短縮出来るのかを

求めています。 

  
９．簡易な施工計画書の細目②について、提

案した短縮日数分は、契約工期が短縮となる

のでしょうか。ご教示ください。 

｢提案による日数短縮＝契約工期の短縮｣で

はありません。 
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